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 ビアス著 「��の�典」（�� ��の�典 ビアス著 ⻄川正��� 岩波��）で

「責任」を�べると『⾃�の�から�り下ろして，�なり��なり��なり�わり

�わせなり，あるいは��なりの�へ�易に�すことのできる重荷。占星�が⾏わ

れていた時代には，星に�代りをしてもらうのが��だった』とある。

また，�⽥�⼀は「�々のことば」（�⽇�� 4⽉18⽇�刊）で苅���と吉⾒�

哉との��『⼤�はもう�んでいる�』を�り上げて，苅���が『英�で「セル

フ・レスポンシビリティー」という�い�は��しません。「レスポンシビリティ

ー」だけで⼗�だからです。』と�べたことを�している。この�葉を『責任とは

相⼿に��（レスポンド）できること。何かを�（まか）されているとの⾃覚をも

って処すること。それは�への「�頼」があってはじめて可�だ。お前の責任だと

�き�すのも、責任の�在を不�にして共有するのも、責任�れでしかない。』

と，�釈している。

�員である�も⽣徒のみんなに「��にいる間は，何か事が�きても，保�者の�

が��してくれるかもしれない。しかし，�業して���になったら，�てはあな

たの責任。他�に��してもらうことはできない。」と�してきた。「��⽣のみ

んなが��するときには，保�者に��に電�してもらう。���となった�のみ

んなが��を休むときには，みんな⾃�が��に��する。」

他者と⾃�との�わりの中で「責任」とか「⾃⼰責任」をどのように捉えていくの

か，臨時休業中で⾃宅にいる，⽣徒の�さんにも是��えて�しい。

 
    責任とうい�葉を�くと，⼀�
�いてしまう。
    また，��よく�く�葉の⼀つ
に「⾃⼰責任」がる。あなたの�
�でしたことには，あなたが�果
を受け⽌め，他�に��を�める
なというニュアンスに受け⽌めら
れる事が�い�葉である。


